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音楽教育における合奏の効果的指導の考察
－キー・コンピテンシー、ＥＳＤの視点から－

はじめに

明治以来，学校教育の中心だった一斉授

業は，等質の知識の伝達手段としては効率

的であった．一クラス40人，あるいは，大

学の大講義室で教員が講義を行い，大勢の

学生が受講する授業形態は，学生の能力が

均質であると言う条件下で，一方的な知識

の伝達には有効であるが，能力差がある場

合はむしろ非効率とも言える．近年，パソ

コンやの教育情報機器の発達普及により，

個別学習が効率的に行われるようになり，

個人の能力，進度に合わせた学習が可能に

なってきた．やがて，黒板を使った一斉授

業から，個別学習が中心となってくるのか

もしれない．しかし，学校という教育の場

では，ともに学び合うことによる教育効果

が大きいことは，忘れられてはならない．

音楽教育においては，個人レッスンは欠

かせないものであり，一人ひとりの能力に

合わせた指導が行われている．その一方で，

合唱や合奏など，力を合わせて曲を作り上

げる協同作業も重視されてきた．ソリスト

を除けば均質な歌唱能力が求められる合唱

に対して，合奏は，個人の特性，技能能力

に応じて楽器の役割を分担することが出

来，より幅の広い協働（同じではない）が

可能となる．

このように，教育的効果の高い合奏指導

のあり方を，人間関係形成能力や自律的に

行動する能力を含むキー・コンピテンシー

や，学び合いを大切にするＥＳＤの視点か

ら見直してみたい．

１．協働性を考えた音楽教育

1-1 コンピテンシーとは

キー・コンピテンシーとは，人生の成功

や幸福を得るとともに，社会が持続的に発

展していくために必要な，鍵となるコンピ

テンス（能力，知識・技能・態度）を選択

定義するために，ＯＥＣＤ（経済協力開発

機構）のDeSeCoプロジェクト（Definition

& Selection of Competencies; Theoretical &

Conceptual Foundations コンピテンシーの定

義と選択：その理論的・概念的基礎）にお

いて策定され，2003年に最終報告されたも

のである．

中央教育審議会に提出された資料では，

次のように定義されている．１）

○「キー・コンピテンシー」とは，日常生

活のあらゆる場面で必要なコンピテンシ

ーをすべて列挙するのではなく，コンピ
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テンシーの中で，特に，①人生の成功や

社会の発展にとって有益，②さまざまな

文脈の中でも重要な要求（課題）に対応

するために必要，③特定の専門家ではな

くすべての個人にとって重要，といった

性質を持つとして選択されたもの．

○個人の能力開発に十分な投資を行うこと

が社会経済の持続可能な発展と世界的な

生活水準の向上にとって唯一の戦略．

具体的には，次の三つの力としてまとめ

られている．2）

１．相互作用的に道具（社会・文化的，

技術的ツール）を用いる能力

①「言語，シンボル，テクストを活用

する能力」…ＰＩＳＡ読解力，数学

的リテラシーを含む

②「知識や情報を活用する能力」…Ｐ

ＩＳＡ科学的リテラシーを含む

③「テクノロジーを活用する能力」

（ＰＩＳＡ＝15歳の生徒を対象に

した学習到達度調査）

２．異質な集団で交流できる人間関係形

成能力

①他人と良好な関係をつくる能力

②協力する能力

③争いを処理し，解決する能力

３．自律的に行動する能力

①大きな展望の中で活動する能力

②人生設計をし，実行する能力

③自らの権利，限界，ニーズを表明す

る能力

このキー・コンピテンシーは，ＰＩＳＡ

調査の概念的枠組みの基本となっているも

のである．しかし，当然のことながらキ

ー・コンピテンシーは，大人においても必

要な能力であり，ＯＥＣＤは，大人（16歳

以上）を対象とした国際成人力調査（ＰＩ

ＡＡＣ）を進めることとした．日本におい

ても，平成22年４月より予備調査，平成23

年から本調査が予定されている．

今回の日本で実施されるＰＩＡＡＣで

は，認知的スキルに含まれる「読解力」，

「数的思考力」，「ＩＴを活用した問題解決

能力」が調査される予定だが，ＯＥＣＤが

ＰＩＡＡＣで測定しようとしているJRA：

Job Requirement Approachの具体的測定分野

としては，（Ａ）認知的スキル（Ｂ）人間

関係・社会的スキル（Ｃ）身体的スキル

（Ｄ）学習スキル（Ｅ）必要な教育訓練と

前職，の経験が挙げられている．３）人間関

係・社会的スキルの中には，自律性やチー

ムワーク，協力／協働などの要素が含まれ

ている．

また，新しい学習指導要領において改め

て強調されている「生きる力」は，これら

キー・コンピテンシーと同じであると言わ

れている．

具体的には，平成20年１月の中央教育審

議会答申に次のように書かれている．

『これまで述べてきたとおり，社会の構

造的な変化の中で大人自身が変化に対応

する能力が求められている．そのことを

前提に，次代を担う子供たちに必要な能

力を一言で示すとすれば，まさに平成８

年（1996年）の中央教育審議会答申で提

唱された「生きる力」にほかならない．

このような認識は，国際的にも共有さ

れている．経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）
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は，1997年から2003年にかけて，多くの

国々の認知科学や評価の専門家，教育関

係者などの協力を得て，「知識基盤社会」

の時代を担う子どもたちに必要な能力

を，「主要能力（キー・コンピテンシー）」

として定義付け，国際的に比較する調査※

を開始している．※ＰＩＳＡの学力テスト

このような動きを受け，各国において

は，学校の教育課程の国際的に通用性が

これまで以上に強く意識されるようにな

っているが，「生きる力」はその内容の

みならず，社会において子どもたちに必

要になる力をまず明確にし，そこから教

育の在り方を改善するという考え方にお

いて，この主要能力（キー・コンピテン

シー）という考え方を先取りしていたと

言ってもよい．

また，内閣府人間力戦略研究会の「人

間力戦略研究会報告」（平成15年４月）

をもとにした「人間力」という考え方な

ども同様である．』

さて，この［生きる力］と同じとも言わ

れるキー・コンピテンシーの中で注目した

いのが，２番目に挙げた「人間関係形成能

力」と３番目に挙げた「自律的に行動する

能力」である．合奏を通した音楽教育にお

いて，この二つの能力が育成できることが

期待できる．

1-2 ＥＳＤとの関係

ＥＳＤとは（Education for Sustainable

Development）の略で，「持続可能な開発の

ための教育」あるいは「持続発展教育」と

訳されている．まず，持続可能な社会を目

指すという点で，ＥＳＤとキー･コンピテ

ンシーは重なる．

前記の「キー･コンピテンシー」に，本

文の「はじめに」として，ＯＥＣＤの教育

局長は次のように記している．

「世界は急速に新たな場へと変化し，グ

ローバリゼーションや近代化がもたらす

個人や社会への挑戦は，誰もが知り，誰

の目にも明らかになりつつある．多様性

を持ちながらも相互につながりをもった

世界の人々，職場や日常生活で毎日生じ

る急速な技術的変化，そして膨大な情報

量を簡単に処理できる力は，こうした新

しい需要のわずかな部分を示しているに

すぎない．他の需要は，ＯＥＣＤ諸国が

めざす世界観に関係している．それらは，

自然環境の維持可能性と経済成長のバラ

ンスであり，社会的なつながりを伴う個

人の成功，そして社会的不平等の削減で

ある．学校制度や職場の学習機会，生涯

にわたるいろいろな学習の場を通じて，

世界の人々の知識，技能，そして能力

（コンピテンシー）は，こうした需要を

満たす鍵となる．」（下線は筆者）

ＥＳＤは，持続可能な社会構築を目指し，

環境教育，開発教育，福祉，ジェンダー，

人権，多文化共生，平和教育等，多くのエ

ッセンスを持つものであるが，学びの手法

として「学びあい」を重視している．具体

的には，参加体験型の手法，現実的課題へ

の実践的取組，継続的な学びのプロセス，

関わる人が互いに学びあうことなどが「学

びの方法」として大切にされているのです．４）

今日，環境問題や開発，平和や多文化共

生などの課題は，新たな解決困難な課題と

して我々に迫っている．それらは従来の知

識では解決できない課題と考えられるであ

ろう．すでに一般化されている知見や，技
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術技能の伝達伝承だけでは解決できない問

題であることと，実際にそこに住んでいる

人，困っている人に本当に何が必要である

かということを，具体的に理解しないと解

決できない問題なのである．今まで行って

きた開発や環境保全の方法，現地では役に

立たない物資を送りつける一方的な援助，

平和のための従来どおりの軍事力行使では

解決できない課題を，解決するための教育

が「ＥＳＤ」であり，知識の習得のみなら

ず，現実的な活用が重視されるべきものな

のである．

また，ＥＳＤは，地域での活動が重視さ

れ，学校教育だけではなく様々な取り組み

と連携して進められている．大学という教

育の場の中だけで行われる学びは，異なる

人とのかかわり合いや未知の課題解決には

結びつきにくいものである．実際に子供た

ちとの対応，保護者や地域の人たちとのか

かわりの中で，子供たちに音楽を教えたり

音楽を通して感動を与えるだけではなく，

子供たちから学び，子供たちの喜びから感

動を与えられたりする双方向の学びが，Ｅ

ＳＤの手法を通して得られることが期待で

きると考える．

1-3 音楽教育の「学び合い」の考察

幼児教育の養成校における，幼稚園免許

や保育士資格に必要な単位取得のための音

楽カリキュラムは，ピアノの基礎，童謡の

弾き歌いの演習が主な内容であり，音楽大

学に準じたようなピアノ技能と歌唱技能の

上達が評価の中心となっている．

従来の音楽指導において問題となるの

は，ピアノが弾けないという学生である．

特に，楽譜が読めない場合はさらに困難を

要する．しかし，幼児音楽教育は，音楽実

技指導のみ行えばよいというものではな

い．子どもたちの豊かな音楽表現を育み，

音楽を通して学び合い，成長していくこと

が大切である．また，最近の学生は，人間

関係形成能力が不足しているといわれてお

り，そのような学生の資質に対応した指導

も必要である．

そこで，音楽の授業において実践してい

る合奏指導を通し，音楽基礎技能の向上と

あわせ，学び合いにより，人との関わり合

いの力，個々の学生のレベルに応じた表現

力の向上を目指す教育プログラムを構築す

る必要があると考える．それは，音楽に関

する経験の多様な学生が，合奏という形で

音楽表現力を協力して高めていく過程で，

ピアノの技術のレベルに関わらず，効果を

上げることができるのではないだろうか．

また，合奏活動を通した学び合いにより，

先に述べた「人間関係形成能力」や「自律

的に行動する能力」を育むことに繋がって

いくこととなるであろう．また，キー・コ

ンピテンシーとして定義されている「未来

を生きる若者に必要とされる能力」「ＥＳ

Ｄにおいて大切にしている学びあいの手

法」を改めて意識し，幼児教育における合

奏指導という音楽教育において，「参加体

験型の手法，現実的課題への実践的取組，

継続的な学びのプロセス，関わる人が互い

に学びあうこと」をどのような方法で可能

で，どのように有効であるかを検証してい

くことは，有意義であると考える．

本研究では，幼児音楽教育の音楽基礎技

能の学びに付いて考え，さらに，本学幼児

教育・保育科の２年時に音楽活動を中心と

したセミナーを選択した学生11人について

の変容を報告し，指導内容や学習の経路及

び意義を明確にしていきたい．
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２．幼児と学生の現状

現代において，幼児が関わる音楽の種類

やあり方は様々である．高い技術でピアノ

やバイオリン演奏などを行ったり，電子楽

器におけるコンピューター音楽の演奏であ

ったりと，コンクールなども盛んに行われ

ており，その活躍には目を見張るものがあ

る．また専門的な技術の訓練や経験を積ま

ない幼児の聴覚視覚にも，ありとあらゆる

形の音の情報が提供されており，社会的環

境の中で自然と触れているものである．

子守唄を歌わなくなったといっても過言

ではない母親世代は，携帯の着信音と同じ

ように，ＤＶＤなどの「既成品」の音楽や

テレビの音を子守唄代わりに用いているこ

とであろう．つまり乳児も母親の歌声と同

じか，それ以上に様々な音に触れているの

である．これは社会のあり方からして，自

然と提供されてしまうものであり，善し悪

しを問う段階のものではなくなってきてい

る．

幼児教育の養成校における音楽の指導

は，ピアノの実技指導のウエイトが大きい

が，ありとあらゆる音楽が散乱している社

会で育ってきた学生たちも，多様な音楽経

験を持ち合わせている．これほどまでに音

に対しての技術が発達しているにも関わら

ず，保育現場でもほとんどが，ＤＶＤやＣ

Ｄに任せて音楽を聴いたり歌ったりはしな

い．そこには子どもたちの発達段階や成長

に合った音楽教育が必要であり，幼児教育

者や保育士を目指すものは，その技術と知

識を身につけなければならない．つまりよ

り優れた演奏能力を持てるよう学習しなけ

ればならない．

ピアノが苦手であり，経験がないために

ピアノ自体に苦痛を感じている学生たちは

音楽を楽しめないのだろうか，楽しむ方法

を知らないのだろうか，当然答えは「ノー」

である．彼らなりの方法で音楽を聴き，歌

い，時には演奏することもあろう．ある授

業時に，「簡単に演奏できる曲を作曲しな

さい」と課題を出したら，楽譜のかけない

学生は携帯の機能を利用し自分の思いつく

ままの音を入録し，音楽にしてきたのであ

る．その行為の良し悪しは別として，楽譜

がかけなくて困ってしまった彼らが考えた

苦肉の策であろう．確かにそれはメロディ

ーとなっていて，音楽なのである．

その反面，このような養成校に入学して

来る学生たちは何かの形で音楽に携わって

きた経験を持つ学生が少なくない．オーケ

ストラ（弦楽）や吹奏楽，マーチングやバ

ンド活動などそれぞれの趣味や部活動での

経験を持っている学生のことである．

彼らは何年かに渡り，それぞれの環境の

中で，その仲間と演奏を行い，それを一つ

の音楽表現のスタイルとして位置付けてき

たはずである．その経験は貴重なものであ

りながら，ほとんど幼児教育の場では生か

されていないようである．

ピアノだけが現場の必需品だと決めつけ

るのは誤った判断であり，彼らのこの特技

を幼児音楽教育にどのように取り入れてい

くかを考察していく価値はあるのではない

か．そして応用発展させていくことで子ど

もたちの豊かな音楽表現につなげていくこ

とができるのではなかろうか．

３．養成校としての「音楽」の
あり方について

幼児教育などの養成校の多くは，免許法

施行規則に定める科目名「音楽」で，音楽
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の基礎技能の習得を行っている．その内容

は，ピアノ演奏と童謡の弾き歌いの技術習

得に重きを置いている養成校がほとんどで

あろう．幼児音楽教育についての着眼点は

他にも多々あるにも関わらず，ピアノの技

術の習得のみに時間がかかり，それぞれの

学生が音楽表現を考えたり，発展させたり

といった機会に恵まれないケースが多いよ

うである．

3-1 学生のピアノのレベル

幼児教育者や保育士をめざしている学生

たちの中にも，ピアノ経験がなく，何らか

の音楽活動経験もないという学生もいる．

入学当初の学生の音楽的素養の層は大きく

開いているといえよう．特に男子学生など

の増加により，状況はさらに変化してきて

いる．

ベートーベンやモーツァルトのソナタを

演奏出来る上級レベルから，楽譜が読めな

い初心者までが，同じ単位の取得に取り組

むわけである．当然のごとく，ピアノの技

能習得には時間と忍耐が必要であり，大き

く開いたレベルの差を持ったまま同じ時間

数の中で技能習得に努めることとなる．そ

こでは個人の努力が大きく影響するもので

あり，好き嫌いなどの個人的感情も大きく

左右するはずである．

学習内容はバイエルなどの教則本を使用

しながら，ピアノ技術の基礎を積み上げて

いくものであるが，ピアノが苦手な学生に

とっては，限られた授業時間とそれに反す

る莫大な練習時間の必要さが，大変苦痛な

ものとして感じられることもあるであろ

う．また上級者レベルで入学した学生につ

いても，技術の現状維持をすることに意欲

を失い，逆にレベル低下の結果を作ってし

まう例も中にはある．

このような現象がなぜ起こってしまうの

か．その理由の一つとして，幼児音楽教育

は「幼稚教育」である５）という間違った

イメージを勝手に作り上げ，幼児の発想を

主体とした，幼児の音楽的能力の発達の概

念が，指導者側（保育者）に必要であるこ

とをないがしろにしてしまうからである．

幼児期は聴覚の発達が著しい．それゆえ

に幼児教育の高い専門性を持った指導者

が，色々な方向性を持って指導し，幼児の

生活の中から発せられる音楽的行動を察知

し，状況に応じた指導を行わなければなら

ないはずである．また幼児の自発性の中か

ら起こる表現を，読み取るための知識を蓄

えていかなければならない．その意味から

も次の項の「童謡」は，幼児の環境との関

わりを考えたり，自然における生活観など

を指導者自信が体得するのに重要な要素と

なっていく．

3-2 童謡曲について

ある高校生の集団の前で昔ながらの「童

謡」をいくつか弾き歌いしてみた．次の曲

目である．

・ぞうさん・おかあさん

・はをみがきましょう・かたつむり

・水遊び・おつかいありさん

・やまのおんがくか・まつぼっくり

・ゆき・あわてんぼうのサンタクロース

期待とは裏腹に，保育士希望の80人の高

校生たちは，次のように答えた．

24 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第27号
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答えなかった12人の人は知っているとい

えるのか，いえないのかを，はっきりと判

断できなかった人のようである．１曲知っ

ていると答えた人は，知っている曲がバラ

バラであり，しかも「聞いたことがある」

という範囲も含んでいる．３曲となると人

数は大幅に減り，４曲となると２人になっ

てしまった．「少しでも聞いたことがあり

ませんか」の質問に，彼らは不思議とも取

れる表情で「こんな歌あったのか」という

反応となった．また唯一知っていると自信

を持って答えた曲は，共通して「あわてん

ぼうのサンタクロース」である．童謡の中

では新しいものであり，擬声語や擬態語が

効果的に歌詞に入っており，テンポと言葉

が印象に残りやすく，気軽に歌い易いとい

う点が要因であろうか，彼らの記憶に十分

に残っていた．

さてそのような実態のまま入学してくる

学生たちが，微かに幼少時に聞いた記憶の

あるような，ないような歌に改めて触れ，

「歌う」という実践に直面する．さらに，

歌いながら弾くという動作を一度に行うの

であるから，全くの初心者にとってみれば

至難の業である．またそれなりのピアノ技

術を持ち合わせていても，「弾きながら歌

う」という行為が，今までの経験になく，

なかなか習得できない学生もいるであろ

う．

さらにこのように童謡に馴染みが有る無

しに関わらず，大人は子どもが歌う歌に，

安易な知識のまま接するのは大変危険なこ

とである．大人の持つそのなつかしさや，

感傷的な思いは，子どもの意識とは異質な

もので，この大人意識と教育は，別のもの

であると考えられる．

永田栄一氏によると，「三歳までは保育

者とのかかわりにおいて音楽表現が形成さ

れる」とされており６），生後６，７カ月か

ら周りの声や保育者の語りかけによって模

倣を始めていくといわれている７）．子ども

は自然な生活や遊びの中から色々な即興的

な音楽表現を組織し始めるのである．この

語りかけは歌の歌詞に当たるものであり，

歌詞をきっかけに歌うという行為が現れる

こととなる．その意味から考えると，遊び

の言葉がそのままに表現される「わらべう

た」は子どもの表現として自然であり，自

己表現の原点となっていると考えられる．

さらに大畑祥子氏は次のように述べてい

る．四歳になると歌詞に間違いが少なくな

り，一般的に正確に歌われる８）．子どもは

成長と共に，音の高低やリズムが正確さを

増していくわけであるが，大人の（特に保

育者）の言葉により模倣していくことが音

楽的発達の原点の一つであることを考慮に

入れると，童謡曲の学習目的は，単なるピ

アノ伴奏力や歌唱力の技術向上が目的でな

いことが明確となる．幼児の自己表現を引

き出し，子どもの活発な活動に，助言して

いけるような保育者を養成するには，文化，

社会，歴史的背景と歌詞との関連性を意識

25音楽教育における合奏の効果的指導の考察（井中）

回答の多かった曲目  
あわてんぼうのサンタ
クロース，ゆき， 
まつぼっくり， 
ぞうさん 

人数
38

23

5

2

12

知っていた曲数
1

2

3

4

0

６）大宮真琴，徳丸吉彦編「幼児と音楽」 有斐閣選書　1985年　p92
７）前掲「幼児と音楽」p93
８）前掲「幼児と音楽」p94
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した，童謡研究に取り組む必要がある．ま

たさらに子どもの言語発達や心理学的発達

についての知識を得ながら，子どもの表現

をより多く理解でき，熟知できるよう指導

することが重要であろう．その上で音楽の

基本的要素〈旋律（音程），リズム，音色，

和声，形式，強さ，テンポ〉９）を具体的

に理解できるよう学習しなければならな

い．また子どもの音楽的行動を直接経験で

きる環境を設定していくことが，必要であ

る．

また童謡曲のピアノ伴奏においては，伴

奏者がピアノの技術力が高いことは大切で

あるが，大人の価値観や感性の押し付けを

引き起こさないよう，子どもの歌としての

伴奏の意義を考えなければならない．子ど

もたちがその伴奏を聞くことによって，さ

らに自己表現を深め，その創造性や音楽的

成長を促せるような伴奏が理想であろう．

またそれは，子どもと保育者のコミュニケ

ーションとして成立することがさらに理想

であり，「音楽の喜びを，表現することの

喜びを，共に分かち合う」という基本的姿

勢を育むことができるはずなのである．ピ

アノ技術が高ければ良い音楽指導ができる

はずである，という偏った判断をせず，子

どもの目線による子どものための音楽をあ

らゆる角度から考え，その表現に対応でき

るような保育者を養成しなければならな

い．

４．合奏への取り組み

幼児の合奏活動または楽器あそびについ

ては，幼稚園教育指導要領，保育所保育指

針にて「音楽に親しみ，歌を歌ったり簡単

なリズム楽器をつかったりする楽しさを味

わう」と定められている．

子どもへの指導条件として，井戸和秀氏

は次のポイントを挙げている．10）

①表現しやすい曲を選択する．

②ねらいに合った曲を選択する．

③歌や身体表現が出来るような曲を選択

する．

④曲に合った楽器を用意する．

⑤楽器に合った曲を用意する．

⑥曲を分析する・・・何を感じさせたい

のか，ことばがけ，伴奏のあり方，聴

かせ方などを分析しておく．

⑦常に自由に楽器に触れることができる

ようにしておく．

⑧教師自身が楽器遊びを楽しむ．

それぞれのポイントは子どもに対しての

ものであるが，子どもへの指導を考えるた

めには，まず指導者となる本人が，合奏の

経験を味わうことが大変重要であると考え

る．そして曲が仕上がっていく過程の様子，

そこに付随してくる問題点，音楽以外の知

識の取り入れなど，色々な表現の要素が組

み合わさって完成することを経験してみる

ことが重要である．そして実践結果①～⑧

の項目が，指導の自信の裏付けとなるであ

ろう．

さらに，現場での子どもたちの発表は，

子どもが一人単独で演奏をする機会は皆無

といってよいであろう．つまり一人ひとり

の個性を生かしながら全員での演奏（表現）

を行うことが通常である．

音楽教育者であるカール・オルフ

（1895-1982）は，教育理念や指導方法の中

で，器楽による「合奏」の演奏を提唱して

26 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第27号
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いる．またオルフ教育法の目標〈演奏〉の

中で「聴衆のための音楽ではなく，それが

簡単なものであれ複雑なものであれ，作品

を完成させることに対する満足感を得るた

めの，個人的で，音楽の喜びを追及するよ

うな演奏である．合奏全体の一員となって

いるのだという意識は，音楽の学習と創作

において核心を成すのである．」11）として

いる．オルフがドイツの教育者であるので，

そのメソードをそのまま日本の音楽教育に

用いることには，既に数々の論が交わされ

ているはずである．しかしここで注目すべ

き点は，そこで育まれていく「集団の意識」

についてである．そしてそれが人間の成長

に深く関与する学習であることが期待され

ているであろう．

人との関わりが気薄となっていきつつあ

る今日，学生たち自らがそれを経験しその

意義を確かめることは必要であり，それを

知ることは幼児の音楽的能力を引き出す技

術に繋がっていく．

この意味からも，学生自身が合奏の取り

組みを行っていくことは，大変意味のある

ことであると考える．

4-1 簡易楽器合奏体験の意義

昭和22年以降学習指導要領において合奏

の取り組みが定められている．しかし小・

中・高等学校での「音楽」の授業での合奏

経験を，学生一人ひとりが明確に記憶して

いることは期待できず，何となく，という

曖昧なイメージで記憶に留まっているであ

ろう．簡易楽器といえども，学生自らの経

験は必要であり，童謡曲や子どもが親しむ

曲の合奏は，保育者の立場を考えながら，

再度実践すべきであると考える．多くの場

合，童謡曲の学習内容の重きは，「ピアノ

の弾き歌い」を目的に習得していくもので

ある．そしてそのピアノという楽器での表

現は，ほとんどがテクニックの高さに期待

される．しかし本来乳幼児が鋭敏に反応す

るリズム・音色に対しての感性は，生活音

や，色々な楽器から発せられる音の影響が，

多大なものであり，保育者自身がその感触

を知っていることは，早く乳幼児の感性を

察知し，その可能性を引き出していくこと

ができる．つまり保育者がピアノ以外の楽

器演奏を経験し，自らがその楽器の特色や

面白さを知ることは，幼児の創造性を豊か

にする手助けをするはずであろう．

一般的に音楽活動の価値は，「文化的な

評価の高い作品を，その作品の指示通りに

行える高い技術を獲得することにある」，

というような偏見を持っている風潮がある

ことは否めない．そして幼児の音楽活動は，

簡素で簡単であるといった誤認識を持った

まま指導を行ってしまうレッスンプロも存

在すると聞いている．そのような，間違っ

た考えを受け継いだ保育者を養成しない意

味からも，教員は，常に「子ども主体の音

楽」を追求し，子どもたちが，音楽を通し

ていかに成長するかを探求しながら，学生

たちの音楽表現のための技術を向上させて

いかなければならない．そして，決して

「豆演奏家」の養成を行うことのではない，

ということを十分認識しなければならな

い．

4-2 合奏の実践

今回の合奏活動の最終目標は，発表によ

る自己の存在の確認である．ピアノ技能差

及び楽器演奏の経験の有無など，多様な学

27音楽教育における合奏の効果的指導の考察（井中）
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生集団であるという欠点を克服し，共有し

伝え合う能力を育もうと考えることは，ど

のレベルの学生にとっても，幼児音楽教育

法を学ぶ過程に大きな自信を得ることとな

ろう．また色々な視点で音楽を凝視し，創

造性豊かな表現をめざすことは，子どもの

自発的音楽表現を見出せる指導者として育

っていくことであろう．

ここでは合奏授業内容に関しては触れな

いが，次のように合奏の発表の機会を作っ

た．

①授業２コマの練習

→発表・・・（担当楽器を３回変更する）

練習曲目数は３曲

（童謡・唱歌・わらべうた）

②合奏の最終発表をコンサートとして公開

演奏（一般公開134名中子ども12名）

発表曲数は５曲

（わらべうた・唱歌）

4-3 合奏の成果

合奏の必要性（簡易楽器）については，

前項で述べた通りであるが，表面上幼児の

演奏と同じことを経験，把握できれば良い

というものではない．より多くの楽器や楽

曲に接し，それぞれの個性や音楽的概念に

出会うことで，様々な環境に於ける豊かな

表現の方法を体得しようとするものであ

る．

幸いなことに例年本学の幼児教育・保育

科の学生たちの約20％が，吹奏楽や弦楽の

経験者である．彼らは中学校・高校の部活

動でそれらの楽器を経験し，大編成の演奏

や，少人数アンサンブルの体験をしている．

このような仲間たちで組織された大学での

合奏活動（管楽器などの専門的楽器から簡

易楽器まで）をどのように感じたのか，２

クラス28人にアンケートを行った．

〈アンケート内容〉

Ａ．幼少より現在までピアノ経験有り

＋部活動

・大学で合奏（吹奏楽）ができるとは思

わなかった．自分たちが演奏すること

で，子どもたちが喜び反応する姿を見

て，多くのことが学べた．（２名）

・高校時代より簡単な曲が殆どなので，

難易度に関してレベルアップはなかっ

た．しかし今回の子どもたちへの演奏

の方法と，過去の経験した演奏会での

一般の人たちへの演奏の方法が違うの

ではないかということを強く実感し

た．（２名）

・色々な経験を持った人たちと一緒に演

奏し，共に保育を目指す同じ価値観が

新しい演奏を作り出している快感があ

った．曲目が童謡やわらべうたであっ

たので，今までの満足感とは違った満

足感を味わった．

Ｂ．幼少時のみピアノ経験あり＋部活動

・楽器は弾けるが，ピアノの上達が思う

ようにいかなくて弾き歌いなどに抵抗

があったが，自分の得意な楽器で活躍

できるようになったので，子どもの音

楽に対しての違和感がなくなった．

・現場で実践する曲の演奏を行ったりし

たので，自分のパート以外の楽器に対

最終学年授業回数15コマの中で

28 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第27号

Ａ．幼少より現在までピアノ経験有り 
　　＋音楽系部活動 
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　　＋音楽系部活動 
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する興味を持つことが出来，曲一つ一

つを深く知ることが出来た．

・何よりも友達と一つの曲を演奏しお互

いの必要性を感じることが出来て楽し

い．

Ｃ．ピアノ経験無し＋部活動

・ピアノが思うように弾けないので嫌に

なっていたが，前にやっていた楽器を

吹く機会ができたら，ピアノが嫌では

なくなってきた．

・小学校のときに経験した楽器をもう一

度思い出し挑戦してみたら，やはり思

うように吹くことはできなかった．し

かし園で使う楽器は自分に演奏できる

楽器ばかりなので，思い切ってグロッ

ケンに挑戦してみた．このグロッケン

がこんなにもよく目立って聞こえる楽

器であることは演奏してみて改めて実

感できた．ピアノで弾くメロディーの

大切さを再確認し，童謡の弾き方に注

意するようになった．

・子どもたちに打楽器の音の面白さを伝

えられる．

・16個のカスタネットの音色とリズムが

揃うとこんなにもカッコいいとは初め

ての経験をした．みんなで一つになる

ということの美しさと緊張感が味わえ

た．

Ｄ．ピアノ経験無し＋部活動無し

・自分は楽譜を読むだけで精一杯であ

る．ピアノの伴奏もできるだけ少ない

音の楽譜を選んでしまう．合奏を大勢

でしたことは自分の中で初めてで，感

動した．いつも楽器からは，避けるよ

うにして過ごしてきたが，コンガとい

う楽器で中心となるリズムの担当をし

た．自分が叩くそのテンポが全ての中

心となっていることで達成感と緊張感

を味わった．

・ピアノが上手く弾けない，音楽は苦手

という劣等感をごまかしてきたところ

があった．しかし自分が任されたパー

トが上達すると全体も上達することが

感じられた．自分も一員なのだと実感

した．

・自分たちの居場所があってうれしかっ

た．みんなと一体感を味わえた．

これら各々の感想はそれぞれの問題点と

自分たちの新しい発見を挙げており，さら

に個々の個性を持ちながら，一つの作品を

作り上げることの出来る達成感を，Ａ．Ｂ．

Ｃ．Ｄ．Ｅほぼ全ての学生が感じている．

特にピアノが苦手であり，音楽自体に苦手

意識のある学生が，演奏の充実感を経験で

きることは指導者の立場となる際，子ども

の心情をバックアップするのに大切な要素

となるであろう．

このことからも，ピアノ基礎技能の習得

と共にこのような活動を行っていくこと

は，子どもの豊かな音楽表現を手助けする

貴重な経験となるはずである．

4-4 集団意識について

上記の〈合奏への取り組みは〉はその学

年（最終学年全員）で発表を行ったもので

あり，学習段階が様々な学生たちがそれぞ

れの立場で合奏を体験し，自分たちが音楽

を作り出しているという実感を持ちながら

経験していくものである．①管楽器などの，

経験年数のいる専門的な楽器も，比較的簡

単に音が出る楽器も，一つの曲を完成させ

ていく過程は同等であり，注意力を持って，

より質の高い演奏を行うことに集中しなけ

ればならない．②そこでは，どの楽器も音
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楽の基本的要素（リズム，旋律，和声，形

式，音色，強弱，テンポ）を心得て練習に

挑まなければならない．③どんな単純な曲

に対してもその基本は守らなければならな

い．

合奏に取り組むにあたって，教員はこの

①②③を条件に，練習を開始している．結

果，音楽的レベルの高い学生もそうでない

学生も，互いの演奏を聴き，それを聴きあ

い，学びあいながら，お互いの完成度を上

げていくことができたのである．

ここでの教員の指導法については，常に

柔軟に課題を提供し，形式の理解や演奏方

法などのヒントを与え，それを学生が自ら

発見できるよう，指導段階のプログラムを

できるだけ描いて指導した．学生の戸惑い

や試行錯誤の様子をしっかりと受け止め，

意見交換に注意深く耳を傾けるようにし

た．そしてそれぞれの立場を尊重しながら，

いかに単純な問題についても，お互いのこ

ととして理解していくよう呼び掛け，教員

自身が常にその集団の中に貢献している一

員であるという意識を持って，学生との意

見交換を行うよう努めた．その教員と学生

の関係は，やがて学生同士の信頼を助長し，

合奏集団の中の一員であることの自覚を明

確にしていったのである．

５．互いに学びあう音楽表現に
ついて（現場での発表）

前項での〈合奏活動〉は，学生たちが，

学生同士及び教員との関わりの中で，学び

合いながら音楽活動を経験し，学習したも

のである．それは学内での活動であり，同

じ方向性を持った者同士，同じ環境の中で

の集団活動となっている．

幼児教育や保育士を目指す彼らが，音楽

で学習したことをいかにして子どもに伝え

るか，また行った活動を，社会でいかに応

用していくのかは，教育者となる彼らの大

きな課題である．

そこで本学での第２学年の卒業研究セミ

ナー（音楽活動がテーマ）における活動に

て，学生たちそれぞれの特技を生かし，独

自の表現で子どもたちに音楽を伝えること

を実践した．

5-1 セミナーのメンバー構成について

筆者（教員）のセミナーは，本年度11人

の学生でスタートした．その学生たちの音

楽経験は，次のようである．

上記の11人の学生全員が，ピアノ実技に

嫌悪感を持たない学生である．またＢとＧ

の学生についてのピアノ技術は，初見視奏

も簡単に行い，幼児教育・保育の養成校の

レベルに於いては，演奏能力がかなり高い

といえる．また各楽器の学生の演奏レベル
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C 
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F 

 
G 

H 

I 

J 

K

経験楽器 
 
バイオリン 
フルート 
 
バイオリン 
 
 
クラリネット 
ファゴット 
 
トロンボーン 

チェロ 
 
トランペット 
ユーホニューム 

トランペット 

なし 

なし 

なし 

なし 

経験年数など 
 
６年間（中学・高校） 
３年間（中学） 
 
６年間（中学・高校） 
 
 
６年間 
 
 
６年間 

３年間 
 
小学生時代のみ 
 
 
小学生時代のみ 

ピアノのレベル 
 
ソナチネ程度 
 
 
ソナタ以上 

［高校は芸術（音楽）科］ 
 
ソナチネ程度 
 
 
ブルグミュラー程度 

ブルグミュラー程度 
 
ソナチネ以上 
 
 
ブルグミュラー 

ピアノはソナタ以上 

ブルグミュラー 

ブルグミュラー 

ブルグミュラー 
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も，それなりの演奏技術を持っている．

このような演奏技術をどのような形で音

楽表現するかは，学生たちの度重なるディ

スカッションで決定していくこととなる．

既定の条件は次のようである．

〈発表の対象〉

・本学の「多目的ホール」にて，子ども

（年代は制限無し）とその保護者対象

（学生の保護者を含む）．

・保育園（学外）にて，子どものみを対象

とする．

〈時間〉

・上演時間は，子どもたちが集中可能な時

間内（10～15分）に止めること．

〈内容〉

・子どもが理解することができる内容のも

の．しかし，自分たちにしか表現できな

い方法を考案すること．（例えば，子ど

も用に作られた既成のオペレッタ等を学

生が演じたりするなどはしない）

5-2 表現の目的

音楽が得意な，又は好きな仲間ばかりで

構成されたメンバーの共通している目的

は，音楽の楽しさ，素晴らしさ，所謂「音

楽の喜び」を表現したい，というものであ

った．楽器の得意な学生，歌の得意な学生，

ピアノが得意な学生，得意なものはないが，

これを機会に楽器に挑戦してみたい学生，

のそれぞれは，あらゆる可能性について意

見を提出し，激論を交わしていった．

まず，第一に上がった意見は，既成の曲

を，演奏で発表する「演奏会」形式である．

これは自分たちの過去の経験から最も当然

の発想であるが，このスタイルは子ども側

からすると，「一方的に与えていく表現」

らしきイメージを持ち，学生側も子どもた

ちも，充実感に欠けるのではないか，と反

論が数人から出た．

彼らは演奏を行うことが「大変好き」で

あり，それを楽しむことの出来る特技があ

る．しかし子どもという対象を考えること

で，その彼らの特技は，単なる押し付けに

なりはしないか，と考えたのである．同時

に近年ＴＶやＣＤ，ＤＶＤ，パソコンなど

多数の音楽鑑賞の方法があり，しかも画像，

音響全ての面に於いて高い性能を持ってい

る．敢えて演奏家でない自分たちがそのよ

うな表現を選ぶ必要があるのか，という疑

問も挙げていた．

結果彼らは，次のポイントを示した．

［子どもたちの視点から］

・子どもがその発表に参加していると思え

ること

・考えながら観て聴けること

・その表現に関わっている（心で会話して

いる等）こと

・表現するものが，子どもにとって身近な

ものとして捕らえることができること

このことは，教員が指示をしたわけでは

なく，現場の実習経験や学習経験から，子

ども主体の環境を作ろうとする彼らの日頃

の学習の成果であり，また本能でもあろう．

しかしここで重要なことは，学生たちは幼

児教育者や保育士という専門職を目指すも

のたちであるが，ここでの学習目的は教育

実習・保育実習の延長線ではない．

本研究の目的は，学生たちがより質の良

い音楽活動をどのように幼児に伝えるか，

また幼児が，その設定した音楽的環境の中

で何を学ぶのかを，観察，学習することで

ある．またそこでの学生たちの表現の方法，

そこまでの過程についてを認識していくこ

とであり，演ずる側受け取る側の，それぞ
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れの音楽的行動を学び知ることである．

アメリカの民俗音楽学者アラン・メリア

ムが，人間の音楽を理解するために次のこ

とを提唱している．

①音楽についての身体行動

（歌うときの身体の動かし方など）

②音楽についての言語行動

（音楽を記述したり評価したりする）

③音楽を演奏したり聴いたりする人たち

の社会行動

（国歌を歌うなど儀式の時に特定の音

楽を演奏する）

④音楽を身につけていく学習の行動

（人間が生まれてから，意識しようと

しまいと，ともかく音楽を習得してい

くこと）12）

このメリアムの言葉を借りながら，学生

たちが目指す表現を論じた結果，彼らは楽

器の音で「生活・遊び・自然・感情」を表

現したいと言い始めた．また子どもたちに

は，①音楽があり②物語になっていて，③

動きがあること，が表現し易いのではない

か，と意見がまとまった．そしてこの３点

を満たす表現は，「創作物語の音楽劇」で

あると，表現方法が決定していった．

5-3 創作にあたっての題材について

「音楽劇」というと，ミュージカル，オ

ペレッタに近いものが多い．しかし今回の

学生たちの創作はあくまでも，楽器の音で

表現することを基本とした．幼児たちは日

常生活の中で楽器の音・歌・周囲の環境音

から，音やリズムの発見を，活発に行って

いる．ここでも，身近な音や初めて聞く音

など，色々なアプローチの仕方を織り交ぜ

ていくスタイルを取ることにした．ポイン

トは次のようである．

さきに挙げた学生たちの楽器の種類も豊

富であり，さらにパーカッションや鍵盤

楽器を演奏できるこことから，個々の楽

器の演奏と，全体合奏演奏の，両方のス

タイルをプログラムして，それぞれの特

徴を比較し，味わえるようにする．

自然・感情などのメッセージが，分かり

易く届けられるように，「動物」を用い

た物語で構成する．

音楽とともに，ステップを踏み，テンポ

の違いで感情や状態が変わることを表現

するため，動作をしながらの演奏をする．

動物の特徴を表すリズムをつけた動作を

する．メロディーの意味を助言するため，

分かり易いセリフを入れる．ストーリー

の流れを明確にするため，時折子供たち

への呼びかけや問いかけを行う．

5-4 楽器の役目と曲目選択

前項に挙げたポイントに基づき曲目選択

にかかったところ，動物についての童謡曲

が提案された．理由は子どもたちが知って

いて馴染み易く，一緒に口ずさんだりでき

るからである．教員も当然それが妥当であ

ると考えていたので，次の曲目の選択に進

むと考えていた．

しかし学生たちの殆どが（提案した学生

も）納得せず，そこで中断してしまった．

理由は次のようであった．11人が全員意見

を述べており，ここに彼らの音楽に対する

心構えが前向きに出ている．

・子どもたちは童謡をいつも聞いたり歌っ

③動きについて

②物語について

①楽器について
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たりしている．

・参加型にする（一緒に歌う）のもいいが，

無理やり参加させる必要があるのか．

・知らない曲でも，分かり易く編曲し，子

どもの興味を引くように，丁寧に演奏で

きるように設定したらどうか

・子どもたちの印象に残る演奏の工夫をし

たい．

・それぞれの楽器をできるだけ身近に感じ

るように演奏し，自分たちの演奏技術を

きちんと見てもらえるよう演じたい．

・名曲（クラッシック）を演奏し，難しい

などという先入観を取り除く表現を工夫

したい．

それぞれの意見を聞いていると，学生た

ちは，新しい経験を，自分たちにしかでき

ない表現を行いたい，ということに受け取

れた．その後吹奏楽や管弦楽経験者の学生

が，いくつかのクラッシックの名曲を候補

に挙げたが，結果教員が提案した曲の中か

ら，サン・サーンスの「動物の謝肉祭」を

選択してきた．「動物の謝肉祭」は管弦楽

組曲で，原曲名14曲は次の通りである．決

定の理由としては「動物」を登場させるこ

とを条件としていることからであろう．

ＣＤで鑑賞した学生たちは大変感動をし

た様子であるが，即座使用曲の抜粋に入っ

た．各学生の意見の結果，候補に上がった

のは，次のとおりであった．

Ⅱ雌鶏と雄鶏，Ⅳかめ，Ⅴ象，Ⅶ水族館

Ⅷ耳の長い登場人物，Ⅸかっこう，

ⅩⅢ白鳥，ⅩⅣ終曲

これらを選択した理由は，彼らが演奏で

きる楽器のイメージに合ったものや，子ど

もがどのような印象を持って，初めての演

奏を聴くのかを，想像したものであろう．

ここではすでに実習や授業などから得た知

識と経験から，子どもの目線に立って自分

たちの役割を計算しているように見受けら

れた．

5-5 物語の作成

何故動物が子どもたちに受け入れられ易

いのか，絵本にも動物を題材にいたものが

多くある．今回も人間の感情を表現するに

は，動物が分かり易いと捉えるのが，自然

であったのであろう．学生たちは物語を制

作するための台本作りを始めた．音楽を通
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14）鑑賞CDユニバーサルミュージッククラッシックス　サンサーンス：交響曲第３番／動物の謝肉祭他

 

Ⅰ 
 

Ⅱ 
Ⅲ 
Ⅳ 
Ⅴ 
Ⅵ 

原　　語 

Introduction et Marche 
Royale du Lion  
Poules et Cops 
Hemiones  
Tortues 
Elephant 
Kangourous 

日本語訳 

序奏と獅子王
の行進 
雌鶏と雄鶏 
野生のオスのロバ 
かめ 
象 
カンガルー 

［原曲の演奏方法はピアノ２台，バイオリン
２，ヴィオラ，チェロ，コントラバス，クラ
リネットフルート（ピッコロ），木琴，グラ

スハーモニカで編成されている．］13）14）

LE CARNAVAL DES ANIMAUX 
（動物の謝肉祭）

Ⅶ 
Ⅷ 
Ⅸ 
Ⅹ 
ⅩⅠ 
ⅩⅡ 
ⅩⅢ 
ⅩⅣ 

Aquarium 
Personnages 
Le Coucou au fond des bois 
Voliere 
Pianistes 
Fossiles 
Le Cygne 
Final

水族館 
耳の長い登場人物 
森の奥に住むかっこう 
大きな鳥篭 
ピアニスト 
化石 
白鳥 
終曲 
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して何を伝えるのか．子どもたちの生活と

結びついていくようなメッセージを探すこ

とから始まった．

その結果彼らは数々の絵本，その他の文

学作品の中から，動物たちが登場しテーマ

を与えていくという，宮沢賢治の「セロ弾

きのゴーシュ」をヒントに，ストーリーを

作成し始めた．

主旨は，孤立して自分の価値を見出せな

い主人公が，集団の中に徐々に溶け込み，

自分という存在価値を発見していく，とい

うものである．

台本作成に当たっては，三人の学生が中

心となって進めた後，全員の学生が激論を

交わし，その完成をめざした．教員は，と

にかくその討論に参加し，疑問もぶつけて，

彼らが何を伝えようとしているのかを共に

理解することに専念した．互いにぶつかり

合い，気分を悪くしながらも，時には感情

的になりながらも彼らの視点はいつも次の

範疇にあった．

・子どもが言葉の内容を理解できるか．

・場面の内容に対して，長さが適当か．

・動物の特徴はつかめているか．

また意見交換の中から，次の新たな発見

があった．（討論時間数は計３コマほど）

・普段は何も意見しない学生（二名）が真

剣に意見を述べるようになった．

・色々な意見が出されても，納得のいく意

見だけに，全員が反応している．

・台本作成した人を，常に尊重しながら，

さらにそれをレベルアップしようとして

いる．

この段階で，彼らは自分たち独自の表現

（創作物語の音楽劇）に対する責任と，「や

る気」をすでに見せている．少々の温度差

はあっても，全員が，自問自答したり，迷

ったりの繰返しから逃げることなく，台本

作りに挑んだ．

猫は主人のピアノが大好きであ

るが，最近はその演奏の調子が

悪く，とても荒れている．心配

した猫は森に住む魔女に相談に

行く．魔女はその主人の家に

色々な問題を抱えた動物たちを

訪門させる．初めは嫌々接して

いた主人も，段々心を砕いて，

優しさだとか，思いやりだとか

いったものに，目覚めていく．

最後はその動物たちと合奏を行

い，音楽を通して成長していっ

た姿を確認する．

5-6 物語と音楽の構成

創作物語と「動物の謝肉祭」を抜粋・編

曲した音楽劇は台本（セリフ，間，環境）

に合わせて構成されていった．ここでは楽

器の種類と使われる楽器の主な特徴のみを

紹介する．また生活音や周囲の音や電子音

などを多数表現しており，それも合わせて

記載する．

あらすじ

34 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第27号

使 用 曲  

明るいワルツ風の曲 
学生の自作曲  
 
 
 
  

Ⅸ森の奥のカッコウ 
  
 

Ⅱ雄鶏と雌鶏 
 
 

音の特徴  
イライラしてピアノを叩
いたりして酷い演奏を
する．  
猫が，森の奥の寂しい
場所に，魔女を探しに
行く時の不安の描写．  
カッコウの鳴き声をリコ
ーダーで吹く．  
雄鶏をクラリネット（兄）
と雌鶏がトランペット
（妹）で喧嘩の様子を
表現． 

主
人 

魔
女 

カ
ッ
コ
ウ 

役 

鶏
の
兄
妹 

〈楽器と役柄〉
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その他細かい部分はここでは省略する

が，これらの効果音は大道具などの，視覚

的なものに頼ることなく，そこにないもの

を，あるかのように音で表現するというこ

とを追及した表現である．

さらにこれらの効果音は，ただ状態を表

すためのものでなく，そこにはリズムの訓

練が必要とされた．演ずるものと，効果音

を出すものは別である．演じているものは，

いかにも自分が発した音のように動かなく

てはならない．またそれ以上に，効果音を

出すものは，「間」というリズムを，一糸

乱れず発しなければならない．また演ずる

ものの役柄によって，音の高さや柔らかさ

速さなど，性格を表すことまで要求される．

ここでも細かい練習が繰り返され，ノック

一つが，全体に影響するという自覚を，そ

れぞれが感じるようになっていった．教員

は楽器の奏法や間の取り方，速さの比較な

ど多くのサンプルを出し，学生たちが適し

たものを選択できるよう，一つの課題を全

員で考えていくよう設定していった．ノッ

クの音は，主人公の「心」の扉を開ける大

切な音であるかのように響き，叩くものも，

聴くものも，演ずるものも，次第にノック

音に意識が集中していった．

オルフは教育過程で次のように述べてい

る．「音の探究は，周囲の音や，何のまと

まりも持たない音で始められる．例えば，

犬の吠える音…（省略）…それから，ある

組織としてのまとまりを持つ音へとすす

む．」15）

今回の学習過程では，このような学生た

ち一人ひとりの発見や成長が，全体の演奏

をより高め，個人の存在が，全体のまとま

りを左右することを，はっきりと確認する

ことができた．
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Ⅷ耳の長い登場

人物 
 
 
 
  
Ⅳ亀 
 
 
 
 
  

Ⅴ象 
 
 
 
 
 
  
ⅩⅣ終曲 

ロバのノラリクラリした
様子をアルトサックスで，
それを突いてちょっか
いを出す雄鶏は，クラ
リネット（雄鶏は前の
喧嘩を引きずっている）  
二匹のうさぎはバイオ
リンで「亀」の曲を速く，
亀は同じ「亀」の曲を，
チェロで遅く弾き，緩急
で比較する．  
病んでいる象が「象」
の曲を短調で弾きな
がら現れる（原曲は変
ホ長調）．癒され元気
になって長調で演奏
して帰る．象は鼻の部
分に見立てたトロンボ
ーンで演奏．  
ピアノ２，クラリネット，フ
ルート，バイオリン，トロン
ボーン，アルトサックス，
シンセサイザー２，グロ
ッケン，シンバル，チェロ 

ロ
バ
と
雄
鶏（
兄
） 

う
さ
ぎ
と
亀 

全
員
合
奏 

象 

音の種類 
ドアの開閉音 
 
ドアのノック音 
森の奥へ歩いて
行く音 
 
魔女の出現と消
える音 
カッコウの羽の音 

使用する楽器等 
シンセサイザーで，ドア音（開
と閉）を２種類作成 
ボンゴをマレットで叩く 
ウッドブロック 
（背景が後ろで動いて行くの
と同時に鳴らす） 
ウィンドバーチャイム 
 
カッコウの飛ぶ様子を団扇で
床を叩いく 

〈主な効果音〉

15） 前掲「音楽教育メソードの比較」p147
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６．発表

約20時間の練習時間を経て，次のように

発表を行った．

6-1 学内発表

対象・・・53名［子ども15名（内小学生

６名，幼児９名），他は子ど

もの親，学生の親，卒業生］

会場・・・学内多目的ホール

〈発表の様子〉

初めての本番を迎え，内容については無

論，それ以外の裏方役についても，それぞ

れが重要な役割であることは，幾度となく

繰り返した練習で実感していた．学生たち

は，子どもたちがどこに興味を示すのか，

どの部分の音に反応し，彼らの表現する音

楽をどう感じるのか，という意識を常に持

ちながら今回の本番に臨んだ．結果は普段

と同じ出来栄えであったように見受けられ

た．言い換えれば，練習と同じように発表

することが出来たといえよう．

〈学生の感想〉

・子どもが動物の鳴き声の音や，出てくる

動物に反応し呼びかけていたのが，うれ

しかった．

・大人の人と子どもでは見ているポイント

も反応するポイントもズレがあった．

・人がたくさん見に来てくれることは，や

りがいがあり，張り切ろうと思った．

・リハーサル（学内の１年生が観客となっ

た）とは全く違った部分に観客が反応し

たので，発表の対象が変わると，演じ方

も変わる気がした．

ここで彼らは，大人と同世代と子どもの

反応が違うことを実感している．同世代

（リハーサル時）からの反応は，場面に出

てくる個人の動きやセリフを現実的に捉

え，「ウケル」とか「笑い」に最も反応し

ていた．学生たちも，それぞれリハーサル

終了時のことと，この本番を比較し，リハ

ーサル時は「ウケ狙い」を意識して，演じ

なければならない気がしていたことを，

個々の言葉で語った．

6-2 保育園にての発表

対象・・・112名［内３歳（30名）４歳

（38名）５歳（44名）］

会場・・・保育園遊戯室

〈発表の様子〉

場所も会場の作りも違い，道具も変えな

ければならなかったので，不安な材料が

多々あった．しかし学内発表時とは違い，

集中力があり，表現が伸び伸びとしていて，

演技の細やかさ，力強さがあった．そのせ

いか，感情面も非常によく表現されていた．

通常セリフなどの演技は，恥ずかしさをど

うしても隠しきれない学生がいる．しかし

全員が，この「創作物語による音楽劇」に

集中し，それぞれの役割の主旨を持ってし

っかりと務めていた．練習では見られなか

った迫力と，子どもたちにわかり易く語り

かけるように演技をする姿勢，さらに，演

じながら子どもたちの反応を随時観察して

いることが，はっきりと読み取れたのであ

る．

〈学生の感想〉

・子どもたちの反応がしっかりと伝わり，

どんどん表現し易くなっていった．

・子どもたちの真剣さが，自分をさらに真

剣にさせた．

・自分たちが想像した以上に子どもたちが

集中していた．

・子どもたちの楽器への好奇心がよく伝わ
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ってきたので，気持ちよく演奏した．

・子どもたちの反応が早いので，緊張感を

持ってテンポよく場面展開ができた．

・子どもの前での発表が一番やりやすかっ

た．

これら学生の感想からもわかるように，

学生たちは演じながら，子どもの表情や状

態を観察している様子が窺える．さらに子

どもの反応を見ながら，自分たちがしなけ

ればならないことを読み取り，自然に行動

している．つまり多くの子どもたちがいる

からこそ，学生は目的意識をより明確にす

ることができたのである．このことは，学

内発表には見られなかった現象であり，彼

らの目標としてきたものが，しっかりと表

現できた証明であり，納得できる発表であ

った．学生たちと子どもたち両者の存在が，

会場の緊張感と一体感を作り出したことは

言うまでもない．

７．終章（子どもと共に学ぶ）

今回は，先に学んだ基礎的音楽教育に加

え，学生たちの創造性を生かし，子どもた

ちにより豊かな音楽表現を行うという目標

設定をした．また専門的な楽器演奏の技術

を子どもの目線で用い，子どもたちに色々

な方法で音楽を表現しようと考えたもので

ある．学内演奏と保育園発表を行ったが，

どちらも予想以上の成果が発揮できた．し

かしここでの明らかな違いは，子どもたち

（保育園などの一定の集団）の前で表現す

ることは，さらに彼らの表現能力を高めて

いくということである．ここでは環境のあ

り方が教育の成果を左右することを証明し

たこととなろう．これらのことは，より優

れた子どもの音楽的能力を発見するために

も，幼児音楽教育の環境の工夫，実験，実

践，研究を常に準備しなければならないこ

とを裏付けている．

学生たちは子どもに学び，子どもたちは

学生たちによって新しい音楽経験をする．

お互いの存在があることによりお互いが成

長していくことの相乗効果を確認すること

ができた．音楽を通して自分自身を表現し，

音楽を通して子どもと学び合うことで，自

分の存在価値や責任感を自覚する．この音

楽経験は子どもにとっても，学生にとって

もそれぞれの成長を助けるものとなるはず

である．さらに今後，学生の豊かな音楽経

験の取り組みと幼児音楽環境を考えていか

なければならない．

ＥＳＤ（持続発展教育）において，学び

合いが重視されている．環境問題や民族対

立，貧困など，様々な問題を解決し，持続

可能な社会を構築していくためには，人と

の関わり合いを通して，主体的に考え行動

する力が求められている．単に知識や技能

の習得だけではなく，本当の意味での問題

解決力を高めるためには，身近な課題に向

き合い，協力して解決していく体験こそが

必要で，その意味において合奏という活動

は，極めて有効な教育の手法であることが

改めて確認できた．学生たちが学び合いに

よって問題を解決し，子どもたちの前で演

奏するという一つの目標を達成した経験

は，幼児教育に携わる指導者として，子ど

もたちも学びあって成長することが大切で

あるという教育の本質課題に，一歩踏み込

むことに繋がったのではないか．

ピアノが全く弾けない学生が入学してく

る一方で，幼児英才教育的にピアノやバイ

オリン，電子楽器を弾きこなす子どももい

る時代である．幼児音楽の指導において，

ピアノの実技指導を行い，演奏力を高める
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ことも勿論必要であるが，音楽を通して子

どもたちの学び，成長を促すことや，得意

不得意に関わらず，音楽を楽しんで学ぶこ

との大切さを教える必要がある．

今回の指導プログラムにおいて，ピアノ

演奏が困難な学生も含めて，子どもたちの

前で演奏することにより，子どもたちの変

化，成長を感じ，子どもたちの真剣さから

刺激を受けたことは大きな成果であった．

自分は演奏が下手だから仕方がないと諦め

るのではなく，子どもたちのために自分も

成長しなければならないという学習意欲に

繋がったものと信じたい．
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